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リクエスト（予約）制度を利用されたことはありますか。このサービスは、貸出中の資料や平塚市

の図書館で持っていない本でも、ご用意ができたときに連絡をさし上げるサービスです。 
来館して読みたかった本が見つからなかったとしてもあきらめず、リクエストカードをご記入くだ

さい。 
 
毎日多くの本やＣＤ、ビデオなどが世の中に誕生しています。図書館

でも日々新しい資料を購入し提供していますが、限られた予算や配置ス

ペースの中ではすべてを集めることはできません。また、人気の集まる

話題の本などは本棚にあるのを見つけることが難しくなります。このよ

うなことを補うためにこのリクエスト（予約）制度はあります。平塚市

の図書館に所蔵していない本は、新たに購入や、県内の他の公立図書館

から取り寄せて提供するように努めます。また、貸出中の資料は返却さ

れたときにお知らせいたします。 
 
みなさまのリクエストは、図書館の蔵書構成を検討する参考にもさせ

ていただいています。利用者のみなさまのご意見を反映させることにも

つながりますので、どうぞ積極的にご活用ください。図書館では、みな

さまの「知る権利」を守るために努めています。 
 
平塚市の図書館で所蔵していないものについては、本とＣＤ・ビデオ

で扱いに違いがありますので詳しくは職員にお尋ねください。 

  

10 月～12 月のベストリクエスト（平塚市全館） 

  
 
 
 
 
 
 

図書館になかったときの救世主！ 

―リクエスト（予約）制度― 

各館、あおぞら号によ

って若干形式が異なり

ますが、ご記入いただ

く内容は同じです。 

１． 『誰か』 宮部みゆき／著 １０７回 
２． 『世界の中心で、愛をさけぶ』 片山恭一／著 ７７回 
３． 『バカの壁』 養老孟司／著 ７４回 
４． 『化生の海』 内田康夫／著 ６２回 
５． 『影踏み』 横山秀夫／著 ５４回 



 
 
 

芥川龍之介賞（芥川賞） 

故芥川龍之介の名を記念して、文藝春秋社の菊地寛が｢文藝春秋｣昭和 10 年 1 月
号に｢芥川・直木賞宣言｣を発表して、直木賞と同時に創設。無名、もしくは新進作

家の登竜門として、最も権威ある賞とされている。 
〇第 129回（2003）上半期 受賞作 
『ハリガネムシ』吉村萬壱／著 文藝春秋 

 

泉鏡花文学賞 
 泉鏡花の生誕１００年を記念し昭和４８年に制定した。近代日本

の文芸に偉大な貢献をなした泉鏡花の功績をたたえ、あわせて鏡花

文学をはぐくんだ金沢の風土と伝統を広く人々に認識してもらい、

文芸を通じ豊かな地域文化の開花を期待するものである。 
○ 第 31回（2003）受賞作 
『輝く日の宮』丸谷才一／著 講談社 
 『グロテスク』桐野夏生／著 文藝春秋 
 
江戸川乱歩賞 
 江戸川乱歩氏が、自らの還暦記念として基金を提供して、昭和２

９年創設した賞である。当初は推理小説界の功労者の表彰にあてた

が、第３回以後は新進推理作家の発掘と育成を目的とし、一般から

書き下ろし原稿を募集。受賞作は講談社から刊行される。 
○ 第 49回（2003）受賞作 
『マッチメイク』不知火京介／著 講談社 
『翳りゆく夏』赤井三尋／著 講談社 

 
川端康成文学賞 
 故川端康成を記念して、川端康成記念会が、昭和４８年に創設した賞で、日本人と

して初めてのノーベル文学賞の賞金を基金とし、最も完成度の高い短編小説に与えら

れる。第２５回を第１期とし、川端康成生誕１００年を機会に、平成１２年（２００

０年）から第２期として再発足する。 
○第 29回（2003）受賞作 

 『吾妹子哀し』青山光ニ／著 新潮社 
 『スタンス・ドット』堀江敏幸／著 「新潮」2002年 1月号掲載 
 
直木三十五賞（直木賞） 
故直木三十五の名を記念して、菊地寛が、芥川賞と同時に昭和１０

年に制定した賞で無名もしくは新進作家の大衆文学作品のうち、最も

優秀なものに贈られる。芥川賞とともに一流作家への登竜門として最

も権威ある賞とされている。 
○ 第 129回（2003）上半期 受賞作 
『４ＴＥＥＮ』／石田衣良 新潮社 
 『星々の舟』／村山由佳  文藝春秋 
 

 

2003 年文学賞受賞作－作品リスト－ 

文学賞の由来については、『最新文学賞事典

94/98』（日外アソシエーツ、1999）から引用し
ました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読み語り講習会（入門編） 受講者募集 

日時： 平成１６年２月２４日（火）、３月１６日（火）（全２日） 

時間は、２日とも１０：００～１２：００ 

場所： 平塚市中央図書館 会議室（３階） 

講師： 安冨 ゆかり氏（ＪＰＩＣ読書アドバイザークラブ所属） 

内容： 学校・子ども会など、グループへの読み語りについての講義・実習 

１日目 読み語りの目的、本の選び方・読み方などについての講義 

     ２日目 受講者による実技研修 

対象： 平塚市にお住まいで、読み語り活動に関心がある初心者の方  

＊２日とも出席できる方。受講者全員に絵本を読む実演をしていただきます。 

定員： ２０人（定員を超えた場合は、抽選となります。） 

申込方法：往復はがきに住所、氏名、電話番号をご記入の上、中央図書館までお送りください。 
締切： 平成１６年２月１０日（火）必着  あて先 254－0041 平塚市浅間町 12-41 

ご来場ありがとうございました 
第６回 本のリサイクル・フェア開催 

 
１０月３１日(金)に、中央図書館では、恒例と
なった第６回本のリサイクルフエアを開催し

ました。当日は晴天にめぐまれ、整理券を配布

する９時には４００人を超える列ができ、賑わ

いました。最終的に１，２８７人の方にご入場

いただき、２０，６４５冊の本をお持ち帰りい

ただきました。 

春休み子ども人形劇のお知らせ 
演目 人形劇『てぶくろを買いに』 『ねずみのすもう』（上演時間は約１時間を予定しています） 
演者 ｢劇団 貝の火｣ 
日時 平成１６年３月２５日（木） 

午前の部  １１時～     
      午後の部 １４時３０分～  
 会場 中央図書館 ３階ホール 
申込み方法 
    整理券を当日、午前の部は１０時４０分より、午後の部は 2時１０分より、中央図書館玄関ホ

ールにて配布します。 
各回先着１３０名で締め切ります。入場は無料です。 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

第９回 赤ちゃんと絵本のつどい 
日時 平成１６年２月２６日（木） 

１０：３０～１１：００ 
場所 中央図書館 こども室 
対象 平塚市にお住まいの方で、 

平成１５年９月１日から１１月３０日生まれの乳児とその保護者 

（簡単なアンケートにご協力いただける方） 
申込み 平成１６年２月１２日（木）～２月１９日（木） 

（２月１６日（月）は休館日のためお申込いただけません。） 

１０時から１６時までに中央図書館（電話番号：３１－０４１５）へ電話にてお申込みくだ

さい。 
 

特別整理休館のお知らせ 
２月、３月は図書の整理点検のため、月曜日と月末以外にも休館になる日があります。 

○が開館日、×が休館日 

  2/18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 3/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

  水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

中央図書館 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○

北図書館 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

西図書館 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × ×

南図書館 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

中央図書館 ３／ １（月）～３／１２（金） 北図書館 ２／１８（水）～２／２５（水） 
西図書館 ３／１１（木）～３／１８（木）  南図書館 ２／２３（月）～３／２（火） 
が休館となります。 

（定員１５組）応募者が定員を超えた場合に

は、抽選となります。 


